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日本共産党

南
畑
さ
ち
代
で
す

こ
ん
に
ち
は
市
会
議
員

日本共産党 和歌山市会議員

南畑 さち代

こ
の
提
出
を
受
け
て
、
市
は
「
関
係
機
関

・
関
係
各
課
と
の
協
議
結
果
報
告
書
」
に
つ

い
て
審
査
を
行
い
、
和
歌
山
市
に
対
し
生
活

環
境
保
全
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
、
専
門

的
見
地
か
ら
の
意
見
を
求
め
「
協
議
事
項
報

告
書
」
に
相
違
な
い
か

審
査
を
進
め
た
う
え
で

業
者
に
通
知
す
る
と
の

こ
と
で
す
。

こ
の
日
、
滝
畑
、
山

口
地
域
か
ら
22
名
の
方

が
傍
聴
さ
れ
ま
し
た
。

産
廃
計
画
の
危
険
性
に
対
し
住
民
は
設
置

反
対
を
求
め
て
き
ま
し
た
。
和
歌
山
市
は
業

者
に
対
し
て
、
住
民
不
安
に
応
え
る
立
場
か

ら
「
調
査
実
施
計
画
」
に
対
し
て
チ
ェ
ッ
ク

を
果
た
し
て
い
る
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
共
産

党
市
議
団
は
情
報
を
公
開
し
、
滝
畑
・
山
口

市
は
情
報
を
公
開
し
、

住
民
に
説
明
せ
よ

―

共
産
党
が
要
求

２
月
議
会
報
告

質
問

市
と
し
て
認
知
症
高
齢
者
徘
徊

者
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
と
き
早
急
に
発
見

で
き
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
は
紀
の
川
市
や
大

牟
田
市
な
ど
他
市
で
も
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。
和
歌
山
市
で
も
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う

で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座
を
積
極
的
に
拡
充
す
べ
き
だ
と
思

う
が
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

答
弁

高
齢
者
が
徘
徊
な
ど
で
行
方
不

明
に
な
っ
た
場
合
、
早
期
発
見
す
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
上
で
必
要
と
考
え
ま

す
。
第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
を
策
定
す
る
中
で
検
討
し
ま
す
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
つ
い
て
は

今
後
更
に
５
年
計
画
で
、
市
内
全
小
学
校
で

実
施
す
る
予
定
で
す
。

質
問

県
の
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
計

画
の
認
識
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
市

の
施
策
と
し
て
生
か
す
計
画
は
ど
う
か
。

ま
ち
づ
く
り
局
答
弁

紀
ノ
川
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
は
地
域
の
（
裏
面
に
続
く
）

国
土
交
通
省
と
警
察
庁
が
「
安
全
で
快

適
な
自
転
車
利
用
環
境
創
出
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
た
。
健
康
や
環
境
へ
の
意

識
の
高
ま
り
等
を
背
景
に
自
転
車
利
用
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

和
歌
山
県
が
昨
年
、
紀
ノ
川
河
川
敷
を

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に
指
定
し
た
。
市

と
し
て
も
国
体
を
控
え
て
市
民
全
体
が
ス

ポ
ー
ツ
や
健
康
増
進
に
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
時
期
に
他
府
県
に
恥
ず
か
し
く
な
い

施
策
の
充
実
に
取
り
組
む
べ
き
だ
と
質
し

ま
し
た
。

の
住
民
の
皆
さ
ん
に
き
ち
ん
と
説
明
責
任
を

果
た
す
よ
う
求
め
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
こ
れ

か
ら
が
正
念
場
で
す
。
計
画
の
危
険
性
を
広

く
知
ら
せ
、
な
ん
と
し
て
も
計
画
撤
回
ま
で

住
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い

く
決
意
で
す
。

３
月

日
の
市
議
会
・
厚
生
委
員
会
で
、

産
業
廃
棄
物
課
か
ら
安
定
型
産
業
廃
棄
物

最
終
処
分
場
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
内
容
は
次
の

通
り
で
す
。
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（山口地域に立てられている看板）

平
成
23
年
１
月
26
日
、
事
業
計
画
書
（
事

前
調
査
用
）
の
提
出
後
、
事
業
者
と
関
係
機

関
・
関
係
各
課
と
の
間
で
協
議
を
進
め
て
い

た
が
、
平
成
26
年
３
月

日
、
（
株
）
フ
ォ

ー
シ
ー
ズ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
よ
り
「
関
係
機

関
・
関
係
各
課
と
の
協
議
結
果
報
告
書
」
「

生
活
環
境
影
響
調
査
実
施
計
画
書
」
お
よ
び

「
生
活
環
境
影
響
調
査
計
画
に
伴
う
事
業
計

画
書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
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厚
労
省
の
調
査
で
は
、
認
知
症
高
齢
者

は
高
齢
者
の

％
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
２
割
が
徘
徊
行
方
不
明
の
リ
ス

ク
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
和
歌
山

市
で
も
昨
年
、
和
歌
山
市
社
会
保
障
推
進

協
議
会
開
催
の

で
、
認
知
症
高
齢
者
の
家
族
の
方
か
ら
、

「
徘
徊
で
行
方
不
明
の
経
験
が
あ
る
」
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
和
歌
山
県
警
に

よ
る
と
県
内
の
行
方
不
明
者
は
２
０
１
３

年
で
５
９
８
人
、
そ
の
う
ち
認
知
症
の
方

が
23
人
と
の
報
告
が
あ
り
ま
す
。
認
知
症

へ
の
理
解
と
行
方
不
明
者
の
早
期
発
見
に

取
り
く
む
べ
き
だ
と
質
し
ま
し
た
。

「
介
護
シ
ン
ポ
ジ
ュ
ー
ム
」
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「和歌山市の豊かな自然を守
り、環境を考える会準備会」
のパンフレットより抜粋

（
表
面
よ
り
続
く
）
魅
力
を
楽
し

み
な
が
ら
観
光
や
健
康
づ
く
り
を

促
進
す
る
た
め
、
利
便
性
・
安
全

性
を
備
え
た
自
転
車
利
用
環
境
を

整
備
す
る
目
的
で
、
紀
ノ
川
河
川

敷
道
路
や
堤
防
道
路
を
活
用
し
、

和
歌
山
市
か
ら
橋
本
市
ま
で
ル
ー

ト
を
示
す
ブ
ル
ー
の
ラ
イ
ン
や
キ

ロ
ポ
ス
ト
を
設
置
し
、
平
成
27
年

度
に
完
成
す
る
予
定
と
県
か
ら
聞

い
て
い
ま
す
。
本
市
も
利
活
用
ワ

ー
キ
ン
グ
会
議
に
出
席
し
て
お
り
、
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お問い合わせは南畑幸代まで
435-1113（日本共産党市議団直通）

日時：４月 ２日（水）

４月１６日（水）
午後６時～７時

会場：河西診療所組合員ホール

申込：南畑幸代まで

日時：毎週木曜日
午前１０時～１２時

（電話での相談は常時行っています）

会場：南畑幸代生活相談所
TEL 453-3418、453-7758(自宅)
和歌山市善明寺411-4

無 料 生 活 法 律 相 談

相談実施中は看板を出しています

無 料 生 活 相 談

ワ
ー
キ
ン

グ
メ
ン
バ

ー
で
あ
る

県
・
サ
イ

ク
リ
ン
グ

協
会
や
県
、

紀
ノ
川
流
域
の
市
町
村
と
協
議
し

整
備
後
の
活
用
方
法
を
検
討
し
、

集
客
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
市
の
独
自
策
と
し
て
四

季
百
景
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
、

比
較
的
平
坦
で
親
子
連
れ
で
楽
し

め
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
情

報
を
掲
載
し
、
新
た
な
地
域
の
魅

力
と
し
て
情
報
発
信
し
て
い
き
ま

す
。教

育
局
長
答
弁

今
年
は
有

吉
佐
和
子
さ
ん
の
没
後
30
年
に
あ

た
り
ま
す
。
紀
ノ
川
沿
い
に
は
有

吉
佐
和
子
さ
ん
の
小
説
に
関
連
す

る
建
物
や
施
設
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
流
域
の
教
育
委
員
会

と
も
連
携
し
、
「
紀
ノ
川
」
を
キ

ー
ワ
ー
ド
に
有
吉
佐
和
子
さ
ん
が

描
か
れ
た
「
古
き
よ
き
和
歌
山
」

を
偲
ん
で
頂
け
る
よ
う
努
め
ま
す
。

ま
た
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
愛
好
家

産廃計画地

危険いっぱいの産廃処分場

が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
体
力

向
上
や
健
康
増
進
を
図
る
た
め
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
活
用
を

広
く
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

対
し
、
「
国
民
１
人
１
人
に
原
則

不
変
の
個
人
番
号
を
つ
け
、
個
人

情
報
を
こ
れ
に
よ
っ
て
容
易
に
照

合
で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
る
こ
と

は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
や
な
り

す
ま
し
な
ど
の
犯
罪
を
状
態
化
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
」
な
ど
の
理
由

で
反
対
し
ま
し
た
。
今
２
月
議
会

に
お
い
て
私
も
総
務
委
員
会
で
反

対
し
ま
し
た
。

昨
年
５
月
に
自
、
公
、
民
、
み

ん
な
の
党
、
日
本
維
新
の
会
な
ど

の
賛
成
で
「
行
政
手
続
き
に
お
け

る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律

案
」
が
成
立
し
ま
し
た
。
法
案
成

立
に
伴
い
、
市
・
２
月
議
会
で
初

め
て

情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
委
託

料
中
Ｓ
Ｅ
委
託
料
５
０
２
３
万
３

千
円

が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
国

会
で
、
日
本
共
産
党
は
同
法
案
に

〝
〟


